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平成２７年４月３０日（木）
　　　　～６月２８日（日）
平成２７年４月３０日（木）
　　　　～６月２８日（日）

◆開催期間◆

◆展示会場◆

秋田大学国際資源学部附属
鉱業博物館　特別展示室

９：００～１６：００
◆開館時間◆

※入館料のみでご覧いただけます

※原画・レプリカ展示は５月１０日（日）まで
　１１日（月）からはレプリカの展示となります

　平成２７年度企画展「山本作兵衛と筑
豊の炭鉱　—ユネスコ世界記憶遺産が語
る近代炭鉱の光と影—」を開催します。
開催期間は平成２７年４月３０日（木）
から６月２８日（日）の約２ヶ月間とな
ります。
　平成２４年度に当館で開催した「平成
２４年度企画展　山本作兵衛氏　炭鉱記
録画展」開催の際に展示していた２枚の
原画を、昨年１２月に寄贈いただきまし
た。その記念として、広く皆様に原画を
公開するべく、企画展を開催する運びと
なりました。
　開催日当日４月３０日（木）には、原
画展示セレモニーから始まり、作兵衛氏
のコレクションについての展示を行って
いる、福岡県田川市石炭・歴史博物館長
の安蘇龍生氏の特別講演会、この度の企
画展企画者である今井忠男秋田大学国際
資源学部教授によるギャラリートークを
開催いたします。
　作兵衛氏の原画の公開は、劣化を防止
するため４月３０日（木）から５月１０
日（日）までの期間限定公開となります。
寄贈された原画を見ることができるのは
この期間のみになります。ぜひ皆様この
機会に鉱業博物館においでください。

　山本作兵衛氏は１８９２年（明治２５年）に現・飯塚市に
生まれ、７歳から父について炭鉱に入っていました。正式に
は、１９０６年（明治３９年）に１４歳で山内炭坑の炭鉱員
となった後、１９５５年（昭和３０）年に田川市位登炭坑を
閉山によって退職するまで、約５０年間も炭鉱で働いていま
した。この間、２１鉱もの炭鉱を渡り歩いたようです。
　坑夫を退職後、１９５７年（昭和３２年）に長尾鉱業所の
夜警宿直員になってから、作兵衛氏は、「子や孫にヤマ（炭鉱）
の生活や人情を残したい」と炭鉱での記憶を絵に書き留める
ようになりました。それらの絵は生前に画集として出版され
ましたが、作兵衛氏は１９８４年（昭和５９年）に亡くなり
ました。享年９２歳でした。
　その後、２０１１年（平成２３年）に、作兵衛氏の作品は、
田川市が所有する絵画５８５点を中心に、日記や原稿を含め
た合計６９７点が、ユネスコ記憶遺産に登録されました。

山本作兵衛氏について山本作兵衛氏について

山本作兵衛氏原画
期間限定

公開決定！！



秋田大学国際資源学部附属鉱業博物館
開館時間：９：００～１６：００
大人：１００円　高校生以下：無料

休館日：年末年始のみ（１２月２６日～翌年１月５日）
平成２７年４月３０日～６月２８日まで　企画展「山本作兵衛と筑豊
の炭鉱—ユネスコ記憶遺産が語る近代炭鉱の光と影—」開催！

平成２６年度第６回市民向け開放講座が開催されました平成２６年度第６回市民向け開放講座が開催されました

無料開放日のお知らせ
地質の日

５月１０日（日）

国際博物館の日

５月１８日（月）

サイエンスボランティア懇談会が開催されましたサイエンスボランティア懇談会が開催されました
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　平成２７年３月２７日（金）、平成２６年度鉱業博物館第６回市民
向け開放講座が開催されました。菅原征洋鉱業博物館研究員が講師
となり、「あなたの周りの熱力学」と題し、講演を行いました。
　講演では、「私たちはエネルギーを使うことで、豊かに生活できて
いる。しかしエネルギーは有限であるから、人類はエネルギーを効
率的に有効利用することを義務づけられている。その指針を示して
くれるのが熱力学である。」と話し、ワット・カルノー・ジュールら
３人の有名な学者にスポットを当てながら熱力学について解説しま
した。具体的な例として電気、ガス、灯油の家庭での熱効率の観点
からの価格比較をするなど、生活に身近な熱力学についてもお話さ
れました。
　講演には３０名を超える聴講者にお越しいただきました。「熱力学」
という、普段あまり触れることのない分野の話でしたが、聴講者の
皆さんは熱心に話を聞き、終了した後も先生に質問に行かれる方も
いらっしゃいました。この日は菅原先生の博物館研究員としての最
後の講演日とあって、最後には聴講者からの温かい拍手が送られま
した。
　今回で平成２６年度の市民向け開放講座は終了しました。来年度
も市民向け開放講座を楽しみにお待ちください！

たくさんの聴講者にお越しいただきました

ご来館お待ちして

おります！！

菅原先生

お疲れ様でした！

模型にバーナーで

熱を加えてエンジ

ンの仕組みを解説

する菅原先生

物理学の中でも専

門的な分野のお話

でしたが、わかり

やすくかみ砕いて

解説しました

　平成２７年３月２７日（金）、サイエンスボラン
ティア懇談会が開催されました。日頃当館の運営
に大きく協力していただいている当館サイエンス
ボランティアの皆さんから当館に関する意見を広
く集めるために、毎年３月に開催しています。
　皆さんからの様々なご意見の中のひとつとして、
サイエンスボランティア募集の強化に関する提案
がありました。今までは１月から３月までの募集
としてきましたが、この要望を受け、年間を通し
て募集をすることに決定しました。
　懇談会は終始和やかに行われ、皆さんからも当
館をより良くしようという思いが伝わってきた有
意義な会でした。

見学者への案内と説明、
見学サポート、
館内整備等のサポートなど

平成２７年４月１日～
平成２８年３月３１日までの一年間

高校生以上の方であれば、どなた
でもご参加いただけます

活動内容

活動期間（一年更新）

募集対象

お問い合わせ

鉱業博物館事務室
TEL…018-889-2461
MAIL…
w3admin@mus.akita-u.ac.jp

ぜひお気軽にお問い合わせください！


